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IoT（Internet of Things）時代を迎えて、
第 4 次産業革命とか喧伝されるように、も
のづくりの世界も大きく変わろうとしてい
る。例えば、センサーで大量のデータを収集
し て AI（Artificial Intelligence： 人 工 知 能 ）
で解析して、効率化、高機能化、高知能化、
遠隔化、個別化、柔軟化、等々のものづくり
が可能であるという夢のある将来像が描かれ
ている。ここでの本質は、モノとモノだけで
なく人間も環境も含めてあらゆるものがデジ
タル情報でお互いが繋がることが可能になる
ところにあると思われる。

一方で IoT 時代には、これまでにない新し
いリスクが発生することを忘れてはならな
い。ものづくりの安全に関しても、新しい時
代に突入したと考えるべきである。IoT 時代
の安全に関しては、二つの側面がある。一つ
は、新しい技術を適用することで、安全レベ
ルをこれまで以上に上げることができるので
はないかという期待である。もう一つが、上
に記したようにあらゆるものが繋がることに
起因する新しいリスクの発生である。サイ
バーセキュリティとセーフティの連結に対し
て、我々はどのような安全思想で立ち向かう
べきかという課題である。

この課題は、ものづくりにおける安全技術
の高度化という観点からは、自然な流れであ
ろう。安全確保について歴史的に振り返って

みると、まず最初は、あぶない機械や設備を
人間が注意して使う、という段階がある。こ
れを Safety 0.0 と呼ぶことにしよう。この時
代の安全確保の基本理念は、自分の身は自分
で守れという、いつの時代でも通じる基本的
な考え方である。次に、安全確保のために機
械設備側を技術によって安全化する段階が来
る。これを Safety 1.0 と呼ぶことにする。こ
の時代の安全確保の理念は、人間の注意の前
に技術を用いて機械設備側をまず安全化せ
よ、というものである。この中にも、機械設
備本体そのものを安全に設計する本質的安全
の時代 Safety 1.1、電子や制御による安全装
置や安全制御によるリスク低減の時代 Safety 
1.2、さらには、コンピュータの高機能性を
活かして安全を確保する機能安全の時代
Safety 1.3 等々がある。今、迎えようとして
いるあらゆるものが繋がる時代の安全は、ど
のようにすべきだろうか。筆者らは、これを
Safety 2.0 と呼んで、その理念は機械や環境
も知能を持ち、人間を中心にお互いに協調す
ることで安全を実現する協調安全であると主
張している。

安全に関連する技術者は、これまでの
Safety 0.0、Safety 1.0 を 踏 ま え て、 更 に
Safety 2.0 に挑戦すべく、社会の安全・安心
の実現のため益々その役割は重要性を増し、
社会から期待されていることは間違いない。


